
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

【その他】（財）地域活性化センター　移
住・交流受入システム支援事業助成
金
三重県：農山漁村再生モデル支援事

三重県：農山漁村再生モデル支援事
業
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業
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業備
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その他特定財源の名称・補助基本額・
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地方債の区分と充当率等
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3,070 1,300 1,300 1,300（Ａ） 事      業      費 0 0

人 1,440

トータルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 0 0 4,510 2,740 2,740 2,740

人 人件費（Ｂ） 0.2人 1,440 人件費（Ｂ） 0.21,440 人件費（Ｂ） 0.2 1,4400 人件費（Ｂ） 0.2 人人件費（Ｂ） 人事業投入人員 人件費（Ｂ） 人

事業費計(A) 　 Σ 1,300事業費計(A) 　 Σ 1,300事業費計(A) 　 Σ 1,300事業費計(A) 　 Σ 3,070事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0
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負担金補助及び交付金 270
1,500委託料

工事

伊賀市ふるさとづくり協議会負担金 500伊賀市ふるさとづくり協議会負担金 500伊賀市ふるさとづくり協議会負担金 500伊賀市ふるさとづくり協議会負担金 500
800800 事業推進費（旅費・需用費等）800 事業推進費（旅費・需用費等）800 事業推進費（旅費・需用費等）0 事業推進費（旅費・需用費等）0 　

(千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　
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事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成22年度 計画内容 平成23年度 計画内容 平成24年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位

平成20年度 決算内容 平成21年度 計画内容
金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

拡大
現在は国や県等の支援メニューを利用してモデル事業的に推進しているが、事業の効果を全市に波及でき
るよう努める。

4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 年間運営費 千円

Ａ

2 建設面積（延床面積）

配置（予定）人員 人

効率性 4
ＪＯＩＮ関係経費は三重県の負担
活性化支援は市費の負担を軽減するために国・県の事業をマッチングさせる。1 建設用地 運営主体

　委託先

有効性 4
過疎化・高齢化は全国的な課題であるが、各地域や自治会で進めようとする活性化事業に国や県の支援事業をマッチン
グさせるサポートをすることで事業の有効性を高めようとする。

達成度 4
ＪＯＩNの研究事業を伊賀に誘致し「著名料理人による地域特産物の料理レシピ作成」と「著名料理人と巡る伊賀の食文化
モニターツアー」を開催した。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

三重県（政策部地域づくり支援室）と共同で移住交流研究会を
設立し、過疎に悩む他の地域とともに活性化策を研究する。
ＪＯＩＮ（移住交流機構）に参加し、地域づくりに取り組む企業と
共同事業を検討する。
各地域や自治会で進めようとする活性化事業に国や県の支援
事業をマッチングさせるサポートをする。

状
況
変
化
等

財）地域活性化センターの平成２１年度移住･交流受入シ
ステム支援事業の採択を受け、「食をテーマにした移住・
交流推進事業を行なうことになった。

必要性 4
過疎化・高齢化の進む市内の農山村の集落機能を維持し、限界集落化を食い止める取組であり生活水準の確保を目的
とした事務事業である。

関連事業 全国都市再生モデル調査・
終了年度 平成 　 年度

開始年度 平成 20 年度

（※対象件数 　

根拠法令・要綱等

3
実績 実績 3

目標 3
3各地域への支援件数

各地域の自主的な活性化活動を国・県費な
どを活用して支援する。

件
目標

3
実績 実績 2

目標 2
3企業との交流回数

地域貢献を志向する企業を伊賀に呼び込
むための交流

件
目標

目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H1９ H２０ H２１ H２２

過疎化、高齢化の進行する農山村
移住・交流を通じて地域が活性化する。

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

上田賢博 連絡先
22 9665

(内線) 2710
担当部課

コード １６０１００ 評価者
氏　名名称 農林振興課

目標

実績

目標

実績

基本計画該当頁 161 行革大綱の重点事項番号

　
細々目 03 農山村移住・交流活性化促進事業 実績 実績 　

目標 目標 　115 グリーンツーリズム事業
　 　施　策 10 農林業を通じた交流活動の推進

細目

5 5
目 03 農業振興費 実績 実績 7

目標 目標 501 農業費
研究会の開催回数 回

01

基　本
施　策

42 持続的で個性的な農林業を実践する
項

06 農林業費 H1９ H２０
事業名 2108 農山村移住・交流活性化促進事業

会計

款

一般会計
活動指標 単位

事業類型

実績値

Ⅰ ソフト事業

目標値

H２１ H２２

２次評価対象分補助

コード 名               称 区分 コード 名            称

事業種別 新規

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


